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要旨

　共役リノール酸 (Conjugated Linoleum acid : CLA) はリノール酸の異性体である．自然界に多く存在
するCLAは3種あり，腸内細菌によってリノール酸からCLAへと代謝される．中でもtrans-10,cis-12-
CLA (CLA3) は抗肥満作用を持つが，その詳細な作用機序は不明である．本研究ではマウス胎児繊維芽
細胞株を用いて，CLAが脂肪細胞に与える役割を明らかにすることを目的とした．
　先学期の研究より，脂肪細胞の分化過程でCLAを添加た際，細胞内でCLA3は二重結合が2つから3つ
の構造へと代謝されることを示唆した．今学期は脂肪酸をリン脂質へと取り込む酵素Lysocardiolipin 
acyltransferase 1 (LCLAT1) をノックダウンし，その際の脂質代謝変動を解析した．その結果，
LCLAT1が生成する目的代謝物が減少することを確認した．
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